
オンデマンドバス「チョイソコよかまちみらい号」の本格運行開始

九州大学でのカーシェア実証実験の延長決定

2021年10月5日

移動サービス等を通じて未来へ繋がるまちづくり(＝よかまち)を目指す『よかまちみらいプロジェクト』。
その取組みとして以下の取組をご紹介します。

よかまちみらいプロジェクト
リリース第12号

■オンデマンドバスの本格運行開始
2021年3月から糸島半島南部の曽根・三雲エリアと糸島市街地をつなぐ形で実証運行をしていた、

オンデマンドバス「チョイソコよかまちみらい号」ですが、7カ月間の実証運行を終えて、2021年10
月1日より本格運行へ移行しました。
車両を１台増車して２台体制とし、バス停数を運行当初の約90ヶ所から、約120ヶ所へ増やすこと

で、地域の皆さまがご利用しやすい環境を整えました。
引続き運行エリア内の利便性向上に取組みながら、将来的に他のエリアへの拡大・新規導入を検討

してまいります。

🚌バスの最新情報はこちら ⇒ http://showa-bus.jp/yokabus/

■オンデマンドバス「チョイソコよかまちみらい号」のサービス概要

チョイソコよかまちみらい号 バス停イメージ



＜よかまちみらいプロジェクトとは？＞

北部九州にて交通運輸事業を展開する昭和グループ企業および、志を同じくする企業がコンソーシアムを

結成し、移動サービスを中心に地域の魅力向上と活性化への貢献を目指すプロジェクトを2020年10月5日（月）に発足。

移動サービス・防災・交通安全等の取組をまずは糸島半島で実施中。

サービスの企画開発・提供においては、『プロジェクトパートナー』として福岡県、糸島市、福岡市ならびに

九州大学等の関係機関や企業とも連携し、産学連携による先進技術の研究・実証も推進することで、中長期に

亘るプロジェクトを展開。

・よかまちみらいプロジェクトのコンソーシアム企業（団体）は主体企業が43企業・エリアパートナー5企業、

プロジェクトパートナー14企業（団体）となり現在は合計で62企業（団体）で構成（10/1現在）

株式会社SEEDホールディングス モビリティ事業推進室／よかまちみらいプロジェクト事務局

オンデマンドバス担当：大賀 九州大学実証実験担当：森重

TEL：092-737-2339 E-mail：mobility@seed-holdings.co.jp

■九州大学でのカーシェア(TOYOTA SHARE)実証実験を1年間延長

2020年11月～2021年9月を予定していた「九州大学伊都キャンパスでの、学生・教職員向けカー
シェア実証実験」（事業主体：トヨタレンタリース福岡）は、2022年9月末まで期間を延長すること
となりました。
学生のカーシェア利用データに基づき、低価格帯車両のラインナップの拡充や事故削減の取組等、

持続可能なカーシェアモデルの実証等に取組む予定です。
また、カーシェアを始めとしたモビリティサービスにおける新たな価値の提供に向け、産学連携に

よる共同研究についても協議を継続します。

・カーシェアは九大学研都市駅や筑前前原駅付近にもあるが、
伊都キャンパス付近に住んでいるので学内にステーションがあるのが有難い。

・割引があることで、学生の財布状況でも気軽に利用できてうれしい。

・原付バイクで何度か事故したことがあり、生身での事故の怖さを知りました。
雨の日は特に助かっています。

■利用者の声（一部抜粋）

■実証実験テーマ及びサービス概要

本リリースに関する問い合わせ先

期間
実証STEP①

2020年11月～2021年3月

実証STEP②

2021年4月～9月

実証STEP③

2021年10月～

主要テーマ 認知拡大・利用者増 学生の利用ニーズ・価格許容範囲検証
学生や地域にとって

最適なカーシェアモデルの模索

基本料金 無料
一般価格の50％引き

（九州大学生・教職員割引）

一般価格の最大33.4％引き

（九州大学生・教職員割引）

車両台数
５台

（アクア2台、C-HR、シエンタ、エスクアィア）
⇒変更なし

５台

（エスクァイアを低価格帯のアクアに入れ替え）


